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令和８年度 千葉支部評議会の開催スケジュール（予定）

開催月 令和８年度の議題（予定） ≪参考≫令和７年度の議題

４月 － －

５月 － －

６月 － －

７月
１．協会けんぽの令和７年度決算（見込み）等について【報告事項・審議事項】
２．令和７年度千葉支部事業報告について【報告事項】

１．協会けんぽの令和６年度決算（見込み）等について 【報告事項・審議事項】
２．令和６年度千葉支部事業報告について【報告事項】
３．その他報告について 【報告事項】
 （関係団体等との連携状況について、資格確認書の一括発行について）

８月 － －

９月 － －

１０月
１．令和９年度保険料率について【審議事項】
２．協会けんぽ千葉支部の健康課題等について【意見聴取】

１．令和８年度保険料率等について【審議事項】
２．協会けんぽ千葉支部の現状評価・健康課題等について【意見聴取】
３．その他報告について【報告事項】

 (マイナ保険証への円滑な移行に向けた対応について、協会けんぽDXについて)

１１月 － －

１２月 － －

１月

１．インセンティブ制度における令和７年度実績について【報告事項】
２．令和９年度千葉支部保険料率について【審議事項】
３．令和９年度支部事業計画案及び支部保険者機能強化予算案について【審議事項】

１．インセンティブ制度における令和６年度実績について【報告事項】
２．令和８年度千葉支部保険料率について【審議事項】
３．令和８年度支部事業計画案及び支部保険者機能強化予算案について【審議事項】
4．その他報告について【報告事項】

(マイナ保険証への円滑な移行に向けた対応について)

２月 － －

３月 １．令和９年度千葉支部行動計画及び広報計画等について【報告事項】

１．令和８年度千葉支部行動計画及び広報計画等について【報告事項】
２．その他報告について【報告事項】
（令和８年度都道府県単位保険料率について、コミュニケーションロゴ・タグラインの導入について、
 マイナ保険証の円滑な利用について、令和８年度全国健康保険協会評議会について）

（※）開催月、議題については現時点の予定であり、追加・変更する場合もある。
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●健康保険法（大正11年法律第70号）（抄）

（評議会）
第七条の二十一 協会は、都道府県ごとの実情に応じた業務の適正な運営に資するため、支部ごとに評議会を設け、当該支部における業務の実施について、評議会の
意見を聴くものとする。
２ 議会の評議員は、定款で定めるところにより、当該評議会が設けられる支部の都道府県に所在する適用事業所（第３４条第１項に規定する一の適用事業所を含む。
以下同じ。）の事業主及び被保険者並びに当該支部における業務の適正な実施に必要な学識経験を有する者のうちから、支部の長（以下「支部長」という。）が委嘱する。

（保険料率）
第百六十条
１～５ （略）
６ 協会が都道府県単位保険料率を変更しようとするときは、あらかじめ、理事長が当該変更に係る都道府県に所在する支部の支部長の意見を聴いた上で、運営委員
会の議を経なければならない。
７ 支部長は、前項の意見を求められた場合のほか、都道府県単位保険料率の変更が必要と認める場合には、あらかじめ、当該支部に設けられた評議会の意見を聴い
た上で、理事長に対し、当該都道府県単位保険料率の変更について意見の申出を行うものとする。
８～17 （略）

●全国健康保険協会定款（抄）

（評議会）
第２８条（略）・・・・健康保険法第七条の二十一第一項と同様

（評議員及び評議員の委嘱）
第２９条 評議会の評議員（以下「評議員」という。）は、１２人以内とする。
２ 評議員は、支部の都道府県に所在する適用事業所の事業主及び被保険者並びに当該支部における業務の適正な実施に必要な学識経験を有する者のうちから、支
部長が各同数を委嘱する。

（評議員の任期）
第３０条 評議員の任期は、２年とする。ただし、補欠の評議員の任期は、前任者の残任期間とする。
２ 評議員は、再任されることができる。

（評議員の職務）
第３１条 次に掲げる事項については、支部長は、あらかじめ、評議会の意見を聴くものとする。
（１）毎事業年度の事業計画並びに予算及び決算のうち当該支部に係る事項
（２）当該支部の都道府県単位保険料率の変更に係る事項
（３）その他当該支部の業務に関する重要事項
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